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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年5月22日(2014.5.22)

【公開番号】特開2012-223147(P2012-223147A)
【公開日】平成24年11月15日(2012.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-048
【出願番号】特願2011-94661(P2011-94661)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｌ   1/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｌ   1/22    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月4日(2014.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
［実施例５］
　下記処方により本発明の味噌汁１を得た。

【表５】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
［実施例６］
　下記処方により本発明のコンソメスープ１を得た。
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【表７】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
［実施例７］
　下記処方により麺つゆ１を得た。
【表９】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
［試験例１］
　塩味増強剤１、２、３、４、５、６、７をそれぞれ単独で０．１質量％添加した７種類
の１％食塩水について１０名の専門パネラーにより１％食塩水を対照品として、塩味の強
さ、風味の豊かさを７段階で評価した。
　その結果、専門パネラーの全員が本発明品である塩味増強剤１、２、３を添加した１％
食塩水は塩味が強く感じられ、風味が豊かとなり嗜好性が向上すると評価した。詳細を表
１１に示した。
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